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こ
の
機
関

紙
が
出
る
頃

に
は
、
確
定

申
告
が
終
わ

っ
て
い
る
人

も
い
る
だ
ろ

う
。

　

昨
年
の
10

月
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
」
が
始
ま
っ
た
。

「
個
人
事
業
者
も
全
員

登
録
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
い
っ
た
風
潮

が
あ
っ
た
が
、
蓋
を
開

け
て
み
れ
ば
登
録
し
て

い
な
い
事
業
者
も
い
る
。

　

確
か
に
登
録
し
て
い

な
い
と
取
引
上
不
利
な

部
分
は
あ
る
が
、
取
引

相
手
に
よ
っ
て
は
登
録

せ
ず
「
免
税
事
業
者
」

の
ま
ま
で
い
る
方
が
い

い
場
合
も
あ
る
。

　

経
過
措
置
な
ど
後
か

ら
決
定
し
た
内
容
も
あ

る
が
私
は
早
く
手
続
き

し
た
ば
か
り
に
、
今
更

登
録
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
も
第
５
類
と

な
り
、
世
の
中
の
景
気

も
だ
ん
だ
ん
元
に
戻
り

つ
つ
あ
る
。
大
手
・
中

小
企
業
も
給
与
の
引
き

上
げ
を
し
て
い
る
と
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
が
、

我
々
の
日
当
は
上
が
っ

て
い
な
い
。
物
価
上
昇

は
加
速
す
る
上
、
仕
事

も
減
り
、
苦
し
く
な
る

ば
か
り
だ
。

　

令
和
６
年
こ
そ
、

我
々
建
設
業
界
に
少
し

で
も
明
る
い
話
題
が
あ

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
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時
間
外
の
正
し
い
認
識
を

１
ヶ
月
45
時
間
超
で
罰
則
適
用

　
【
賃
金
対
策
部
】令
和
６
年
４
月
よ
り
、建
設
業

に
も
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
原
則
、
１
ヶ
月
45
時
間
超
、
１
年
間
に
３
６

０
時
間
超
の
時
間
外
労
働
に
は
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

超
概
算
金
額
を
算
定

他
社
見
積
と
比
較
し
検
討
予
定

https://www.okayamakenro.or.jp/

　
【
会
館
建
設
委
員
会
】

第
３
回
会
館
建
設
委
員

会
（
１
月
17
日
開
催
）

で
は
、
は
じ
め
に
第
２

回
委
員
会
で
の
協
議
事

項
の
再
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
新
会
館
の
建
設

地
は
現
在
地
と
し
、
建

物
概
要
は
、
Ｒ
Ｃ
造
地

下
１
階
、
地
上
３
階
建

て
、
耐
震
等
級
３
の
基

準
を
満
た
し
た
延
床
面

積
２
７
０
坪
程
度
、
Ｅ

Ｖ
１
基
、
大
小
の
会
議

室
、
メ
イ
ン
・
サ
ブ
階

段
を
設
け
た
事
務
所
棟

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
「
会
館
整
備
基

本
計
画
書
（
案
）」
第
３
章

「
新
会
館
建
設
計
画
」
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
事

業
費
の
概
算
に
つ
い
て
は
、

第
２
章
で
検
討
し
た
新
会

館
建
設
規
模
算
定
に
基
づ

き
、
現
会
館
の
元
施
工
で

あ
る
㈱
大
林
組
に
現
時
点

で
の
超
概
算
金
額
の
算
定

を
依
頼
し
参
考
資
料
と
し

ま
し
た
。（
契
約
時
の
２
０

２
７
年
時
点
で
の
人
件

費
・
物
価
等
を
考
慮
。）

　

解
体
、
建
設
、
設
備
、

　

適
用
が
猶
予
と
な
っ
て

い
た
、
罰
則
有
の
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
と
は
１
日

８
時
間
又
は
１
週
40
時
間

を
超
え
て
働
い
た
時
間
を

指
し
ま
す
。
よ
く
あ
る
勘

違
い
と
し
て
、
８
時
か
ら

17
時
ま
で
が
所
定
労
働
時

間
（
休
憩
は
１
時
間
）
の

会
社
が
、
17
時
以
降
の
み

を
時
間
外
労
働
と
認
識
し

て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の
会
社
で
、
土
曜
日

も
勤
務
が
あ
り
、
昼
ま
で

の
勤
務
だ
っ
た
場
合
に

「
土
曜
日
は
半
日
だ
か
ら

時
間
外
労
働
は
な
か
っ

た
」
と
考
え
て
い
る
事
業

者
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
土
曜
日
は

週
40
時
間
を
超
え
て
働
い

た
労
働
時
間
の
条
件
に
該

当
す
る
の
で
、
勤
務
時
間

の
す
べ
て
が
時
間
外
労
働

に
該
当
し
ま
す
。

国民健康保険料が
５月分（４月15日引落分）から
引き上がる予定です
３月末に届く請求書を必ず確認し
てください。

外
構
、
設
計
等
で
約
４
億

７
千
２
百
万
円
（
税
抜

き
）、
仮
事
務
所
へ
の
移

転
・
転
入
、
賃
貸
、
備
品

購
入
、
保
存
登
記
、
抵
当

権
設
定
、
竣
工
式
典
、
そ

の
他
費
用
で
約
３
千
８
百

万
円
（
税
抜
き
）
を
計
上

し
、
合
わ
せ
て
約
５
億
１

千
万
円
の
概
算
事
業
計
画

費
用
と
し
ま
し
た
。

　

財
源
は
、
現
在
の
積
立

金
と
、今
後
の
積
立
金（
10

年
間
予
定
）
を
充
て
、
工

事
代
金
支
払
時
点
で
の
不

足
分
は
、
金
融
機
関
よ
り

借
入
を
行
う
計
画
と
し
ま

す
。

　

施
工
業
者
選
定
は
、
設

計
・
施
工
で
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
行
う
こ
と
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
始
業
前
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
を
使
用
者
側
の
指
示

で
行
っ
て
い
る
場
合
も
時

間
外
労
働
に
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

時
間
外
労
働
を
行
う

際
の
注
意
点

　

30
分
で
あ
っ
て
も
時
間

外
労
働
や
休
日
労
働
を
行

う
に
は
時
間
外
労
働
・
休

日
労
働
に
関
す
る
協
定

（
36
協
定
）
を
監
督
署
に

届
出
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
届
出
な
し
で
時
間

外
労
働
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
時
点
で
労
働
基
準
法

違
反
に
該
当
し
ま
す
。

４
月
以
降
の
注
意
点

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、

原
則
、
１
ヶ
月
45
時
間
、

１
年
間
で
３
６
０
時
間
を

超
え
た
時
間
外
労
働
が
認

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
に
お
け

る
所
定
労
働
日
が
週
に
５

日
（
月
～
金
）、
８
時
か
ら

17
時
（
休
憩
１
時
間
）
の

会
社
の
場
合
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

４
月
の
土
曜
日
は
す
べ

て
昼
ま
で
（
４
時
間
×
４

週
＝
16
時
間
）
勤
務
し
た

場
合
、
残
り
29
時
間
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
残
日
数

の
21
日
で
割
る
と
１
日
当

た
り
１
時
間
と
22
分
程
度

で
限
度
時
間
を
超
え
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

労
働
時
間
の
管
理
は
今

後
、
さ
ら
に
厳
し
く
注
視

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

働き方改革

所定労働日：月～金の事業所A
所定労働時間：8：00～17：00

月 火 水 木 金 土 日

8：00～
12：00

休憩

13：00～
17：00

17：00～

所定労働日：月～土の事業所B
所定労働時間：8：00～17：00（水、土は昼まで）

月 火 水 木 金 土 日

8：00～
12：00

休憩

13：00～
17：00

17：00～

部分以外の勤務をするには36協定の届出が必要

部分の労働は月45時間、年間360時間まで★改正

１日８時間、１週間に40時間
を超えて働いた時間が時間外
労働時間に当たります。
※�時間外労働を行うには36協定の
届け出が必要です。

時間外
労働って何？
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組
合
の
仲
間
と
と
も
に
、

暮
ら
し
と
実
態
に
配
慮
し

た
税
務
行
政
の
推
進
に

向
け
、
広
島
国
税
局
交

渉
を
実
施
し
建
労
岡
山

か
ら
は
長
森
税
対
部
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
渉
前
に
は
広
島
建

労
に
て
意
見
統
一
の
上
、

午
後
２
時
よ
り
広
島
合

同
庁
舎
に
て
交
渉
開
始

し
ま
し
た
。
団
長
よ
り

要
請
書
を
提
出
し
「
電

子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存

第194章

大工の夢叶う
充実した理想の日々

　
【
青
年
部　

藤
原
宙

（
32
歳
・
児
島
）】
私
の

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢

は
大
工
さ
ん
に
な
る
こ

と
で
し
た
。

　

工
業
高
校
の
建
築
科

を
卒
業
後
、
工
務
店
に

入
社
し
て
働
い
た
先
の

先
輩
大
工
さ
ん
は
、
み

ん
な
優
し
く
て
と
て
も

い
い
職
場
環
境
で
し
た
。

国
税
局
交
渉
を
実
施

改
正
電
帳
法
な
ど
10
項
目
を
要
請

　
【
税
金
対
策
部
】12
月
13

日
、
中
国
地
協
５
県
連
・

　
【
賃
金
対
策
部
】Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
技
能
者
登
録
の

後
に
行
う
能
力
評
価
制

度
（
レ
ベ
ル
判
定
）
で

す
が
、
レ
ベ
ル
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
各
職
種

ご
と
の
必
要
資
格
の
ほ

か
に
、
経
験
年
数
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

原
則
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に

蓄
積
さ
れ
た
年
数
を
使

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
仕
事
を

始
め
て
20
年
の
ベ
テ
ラ

ン
大
工
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

に
１
ヶ
月
間
デ
ー
タ
の

蓄
積
を
行
っ
た
場
合
経

験
年
数
が
１
ヶ
月
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
の
経
歴
に
関
し

て
は
、
所
属
事
業
所
の

証
明
書
や
、
資
格
取
得

日
等
を
起
算
点
と
し
て

レ
ベ
ル
判
定
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
11
年

４
月
１
日
以
降
に
能
力

評
価
を
受
け
る
場
合
は
、

証
明
書
等
で
の
判
定
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。（
詳
し
く

は
上
記
図
を
参
照
）

　

レ
ベ
ル
判
定
を
受
け

た
い
方
や
検
討
さ
れ
て

い
る
方
は
、
早
め
に
組

合
ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

若い仲間が交流図る
学習テーマは冠婚葬祭

　
【
青
年
部
】
２
月
４
日
、

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

地
下
一
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
で
、
青
年
部
交
流

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

基
本
組
織
、
書
記
含
め

計
44
人
が
参
加
し
、
冒
頭

に
岩
谷
委
員
長
よ
り
「
冠

婚
葬
祭
に
お
け
る
マ
ナ
ー

に
触
れ
る
機
会
は
若
い
青

年
部
の
方
々
は
こ
れ
か
ら

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
活

か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

結
婚
し
て
家
族
が
で
き

10
年
務
め
た
会
社
を
退
職

し
独
立
す
る
こ
と
を
決
心

し
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の

工
務
店
の
仕
事
を
さ
せ
て

頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
仕

事
が
途
切
れ
る
事
な
く
、

家
に
帰
れ
ば
家
族
が
待
っ

て
い
て
、
仕
事
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

今
、
子
供
と
の
ふ
れ
あ

い
は
ゲ
ー
ム
や
体
を
使
っ

た
遊
び
で
す
が
、
も
う
少

し
大
き
く
な
っ
た
ら
一
緒

に
釣
り
に
行
っ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
体
を
動
か

し
て
み
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

仕
事
を
頑
張
っ
て
家
族
を

支
え
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

仲間と要請を行う長森税対部長（右から２番目）

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ
ベ
ル
判
定

経
歴
証
明
可
能
期
間
は
３
月
末
分
ま
で

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

講
習
で
は
講
師
が
質
問

に
対
し
て
そ
の
都
度
わ
か

り
や
す
く
答
え
、
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
も
交
え
な
が

ら
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

作
法
を
見
直
す
と
と
も
に
、

宗
派
な
ど
の
関
係
か
ら
共

通
し
て
行
え
る
作
法
を
学

び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

「
わ
か
ら
な
い
ま
ま
雰
囲

気
で
行
っ
て
い
た
が
、
次

か
ら
は
自
信
を
持
っ
て
で

き
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

交
流
集
会
後
は
別
会
場

で
夕
食
懇
親
会
を
行
い
、

食
事
を
交
え
な
が
ら
、
同

支
部
の
繋
が
り
は
も
ち
ろ

ん
、
他
支
部
の
年
齢
や
職

種
も
様
々
な
仲
間
た
ち
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
一
日
を
通
し
て
充
実

し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

R6.3.31以前に能力評価を
行う方

①

②

R11.4.1以降に能力評価を
行う方

経歴証明書の提出が可能
※�H31.4～はCCUSに蓄積された情報
による能力評価も可能

①②いずれの場合も、Ｒ6.3.31までの期
間の経歴証明書の提出が可能
（R6.4.1以降の経歴証明書は能力評価さ
れない）

CCUSに蓄積された情報のみで能
力評価（経歴証明書の提出はでき
ない）

R6.4.1～R11.3.31に能力
評価を行う方のうち
　①�R6.3.31までにCCUS
に登録している方

　②�R6.4.1以降にCCUS
に登録した方

従事開始

資格取得年月日経歴証明の
活用 システム本運用開始

H31.4～ R6.3.31 R11.4.1～

システム利用

システム利用

システム利用

能力評価の申請

能力評価の申請

能力評価の申請

能力評価の申請

システム利用

経歴証明

経歴証明

経歴証明

評価せず

評価せず

経歴証明できる期間の範囲
（起算点は資格の取得年月日等）

経歴証明を提出できる期間
（R11.4以降は提出不可）

システム利用経歴証明

に
対
し
不
慣
れ
な
小
規
模

な
事
業
者
に
は
特
段
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
」
な

ど
10
項
目
に
つ
い
て
要
請

し
ま
し
た
。

　

国
税
局
か
ら
は
「
実
情

に
応
じ
て
適
切
な
保
存
の

た
め
必
要
な
準
備
を
進
め

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
県
内
で
は
１
月
10

日
か
ら
12
日
の
３
日
間
、

長
森
税
対
部
長
・
渡
辺
税

対
副
部
長
が
県
内
13
税
務

署
に
対
し「
税
務
署
交
渉
」

を
実
施
し
、
要
請
書
を
手

渡
し
、
組
合
員
に
対
し
不

利
益
な
扱
い
を
行
わ
な
い

よ
う
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

青年部交流集会

マ
ナ
ー
講
師
に
拍
手
喝
采
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任
意
保
険
に
は
等
級
制

度
が
あ
り
ま
す
。
１
年
間

事
故
が
無
け
れ
ば
、
毎
年

１
等
級
ず
つ
上
が
り
、
等

級
が
上
が
る
程
保
険
料
の

割
引
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
等
級
は
他
の
保
険
会

社
に
移
行
し
た
場
合
な
ど

引
き
継
ぎ
（
等
級
継
承
）

が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
等
級
継
承
が

で
き
る
範
囲
は
配
偶
者

（
同
居
別
居
問
わ
ず
）
と

同
居
の
親
族
、
ま
た
は
配

偶
者
の
同
居
の
親
族
の
み

と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
配

偶
者
以
外
、
別
居
の
親
族

に
は
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

４
月
か
ら
新
生
活
が
ス

タ
ー
ト
す
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
車

の
主
な
使
用
者
が
子
供
で

あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

記
名
被
保
険
者
（
主
に
乗

る
人
）
が
父
親
で
契
約
し

て
い
る
場
合
、
子
供
が
別

居
し
た
後
で
は
等
級
を
引

　

毎
年
度
建
設
国
保
で
は
、

健
診
事
業
の
手
厚
い
補
助

が
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年

度
に
は
特
定
健
診
受
診
率

が
52
％
に
伸
び
岡
山
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
受
診
率

で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
、

２
年
度
は
39
・
７
％
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。
４
年
度

に
は
49
・
２
％
ま
で
回
復

し
ま
し
た
が
、
50
％
は
超

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

６
年
度
か
ら
始
ま
る
第

４
期
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
目
標
で
令
和
11
年

度
ま
で
に
受
診
率
70
％
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
来
年
度

の
目
標
は
50
％
で
す
。
健

康
管
理
の
た
め
家
族
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
の

結
果
か
ら
、
建
設
国
保
の

健
康
課
題
と
し
て
、
喫

煙
・
飲
酒
・
メ
タ
ボ
予
備

軍
（
腹
囲
が
基
準
値
以
上

　

令
和
６
年
度
の
運
動
方

針
を
決
め
る
定
期
大
会
が

１
月
下
旬
よ
り
各
支
部
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
１
月

　
【
労
働
対
策
部
】組
合
で

は
労
災
・
雇
用
保
険
の
事

務
委
託
業
務
を
し
て
い
ま

す
。
年
度
末
は
、
従
業
員

の
入
退
職
手
続
き
が
多
い

時
期
と
な
り
ま
す
が
、
雇

用
保
険
の
手
続
き
を
し
て

い
る
事
業
所
は
手
続
き
も

れ
が
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

雇
用
保
険
の
手
続
き
に
つ
い
て

【�
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

手
続
が
必
要
な
方
】

　

週
20
時
間
以
上
働
き
、

31
日
以
上
継
続
し
て
働
く

見
込
み
の
労
働
者
が
該
当
。

※
試
用
期
間
や
、
短
時
間

労
働
者
で
も
要
件
を
満
た

せ
ば
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
期
限
】

　

雇
用
し
た
と
き
は
雇
入

日
の
翌
月
の
10
日
ま
で
。

　雇用保険

手続き忘れに注意
試用期間も要件満たせば必要

新
年
度
の
方
針
を
確
認

各
地
で
定
期
大
会
を
開
催

28
日
は
玉
島
、
西
大
寺
、

苫
田
西
の
３
支
部
が
開
催

し
ま
し
た
。

　

玉
島
支
部
は
支
部
会
館

に
て
、
国
保
組
合
の

健
全
育
成
・
強
化
と

安
定
運
営
に
向
け
、

ハ
ガ
キ
要
請
等
の
取

り
組
み
の
理
解
と
協

力
を
引
き
続
き
求
め

て
い
く
こ
と
、
木
造

住
宅
現
場
を
重
点
的

に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

し
安
全
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

自動車保険の
等級制度

親族は同居のみ引き継ぎ可

　

西
大
寺
支
部
は
百
花
プ

ラ
ザ
に
て
開
催
。
組
織
拡

大
脱
退
防
止
に
努
め
る
と

共
に
、
青
年
部
、
女
性
会

活
動
の
活
性
化
に
尽
力
す

る
こ
と
等
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

議
案
提
出
で
は
、
能
登

半
島
地
震
の
被
災
県
連
・

組
合
へ
の
支
援
金
の
拠
出

に
つ
い
て
提
案
を
行
い
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
青

年
部
は
義
援
金
の
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

苫
田
西
支
部
は
鏡
野
町

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
夢
ホ
ー

退
職
し
た
と
き
は
、
退
職

日
か
ら
10
日
以
内
。

【
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

に
該
当
し
な
い
方
】

　

事
業
主
、
会
社
役
員
、

事
業
主
の
同
居
親
族
は
原

則
、
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
同
居
親
族
や
、
兼
務

役
員
は
、
給
与
の
支
払
い

方
や
働
き
方
な
ど
、
一
般

の
従
業
員
と
同
等
で
あ
れ

ば
、
被
保
険
者
と
し
て
認

め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。雇

用
契
約
か
請
負
契
約
か

　

請
負
契
約
の
場
合
は
原

則
、
雇
用
保
険
に
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

　

請
負
契
約
と
は
「
当
事

者
の
一
方
が
あ
る
仕
事
を

完
成
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

相
手
方
が
そ
の
仕
事
の
結

果
に
対
し
て
報
酬
を
支
払

う
こ
と
を
約
束
す
る
こ

と
」
と
な
り
ま
す
。

　

建
設
業
の
場
合
は
、
工

作
物
を
完
成
す
る
こ
と
で
、

報
酬
を
得
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
見
積
書
・
請
負
契

約
書
・
請
求
書
・
領
収
書

等
で
や
り
と
り
を
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。

　

雇
用
契
約
と
は
「
当
事

者
の
一
方
が
相
手
方
に
対

し
て
労
働
に
従
事
す
る
こ

と
を
約
束
し
、
相
手
方
が

労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に

よ
り
報
酬
を
与
え
る
こ

と
」
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
主
か
ら
指
揮
監
督

を
受
け
て
、
報
酬
（
給
与
）

が
働
く
時
間
に
応
じ
て
い

る
こ
と
が
雇
用
契
約
に
な

り
ま
す
。

損保の　
　　知識
損保の　
　　知識

で
血
糖
、
脂
質
、
血
圧
の

１
項
目
が
基
準
値
以
上
の

方
）・
血
糖
・
血
圧
・
脂

質
・
の
未
治
療
者
率
が

県
・
国
と
比
較
し
て
も
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
な
る
手
前
の
方
や

喫煙
飲酒
２～
３合

メタボ
予備軍 血糖 脂質 血圧 未治療

者率

岡山
建設 34.0％ 16.9％ 13.6％ 1.0％ 4.2％ 8.4％ 14.2％

岡山県 12.5％ 7.0％ 10.5％ 0.6％ 2.5％ 7.4％ 6.7％

国 13.8％ 9.4％ 11.2％ 0.6％ 2.7％ 7.9％ 6.4％

ル
に
て
開
催
。
建
設
業
の

担
い
手
確
保
、
育
成
に
向

け
国
の
助
成
・
補
助
制
度

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
支
部
も
仲
間

の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
運
動
を
掲
げ
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ハガキ要請の理解と協力求める（玉島）

き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

変
更
は
、
契
約
更
新
時

で
な
く
て
も
可
能
で
す
。

別
居
予
定
の
子
供
に
車
を

譲
渡
す
る
予
定
が
あ
り
、

等
級
継
承
を
検
討
し
て
い

る
方
は
、
同
居
の
う
ち
に

記
名
被
保
険
者
を
変
更
し
、

等
級
を
引
き
継
げ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
加
入

し
て
い
る
保
険
会
社
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
を
放
置
し
て
い

る
方
が
多
く
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
健

診
結
果
で
要
受
診
・
要
精

検
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
受
け
て
い
ま
す
か

家
族
の
た
め
に
も
受
診
を

義
援
金
協
力
を
呼
び
か
け
る
青
年
部（
西
大
寺
）
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難
し
く
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

で
も
何
か
の
度
に

「
あ
り
が
と
う
」
の
数

が
増
え
た
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
夫
を
支
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
団
に
は
80
数

名
の
児
童
が
在
籍
し
て

お
り
、
毎
週
木
曜
日
に

約
２
時
間
、
西
大
寺
中

学
校
の
体
育
館
で
子
供

達
に
体
操
を
教
え
て
い

ま
す
。

　

十
数
人
の
コ
ー
チ
の

中
で
國
富
さ
ん
は
、
５

年
前
よ
り
高
学
年
女
子

を
担
当
し
、
３
月
の
発

表
会
に
向
け
て
目
標
と

な
る
バ
ッ
ク
転
や
ロ
ン

ダ
ー
ト
、
転
回
飛
び
が

上
手
く
で
き
る
よ
う
教

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
50
周
年
を
迎

え
る
団
で
は
、
40
年
以

上
指
導
を
続
け
て
い
る

ベ
テ
ラ
ン
も
い
る
そ
う

で
「
体
操
が
好
き
だ
か

ら
続
け
て
来
ら
れ
た
。

技
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
子
供
達
が
喜
ぶ
顔

を
見
る
の
が
何
よ
り
の

ご
褒
美
。
で
き
る
限
り

子
供
達
に
教
え
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

夫
の
口
か
ら
漏
れ
た

「
自
分
で
良
か
っ
た
」
と

の
言
葉
に
夫
婦
で
泣
き
ま

し
た
。

　

医
者
か
ら
は
家
で
休
ん

で
い
る
ば
か
り
だ
と
病
気

の
進
行
が
早
い
と
言
わ
れ
、

今
は
薬
を
飲
み
な
が
ら
で

も
仕
事
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
男
と
夫
と
私
は
自
営

業
（
大
工
）
な
の
で
い
つ

も
一
緒
で
す
。
ケ
ン
カ
も

あ
り
ま
す
が
「
今
日
は
何

か
違
う
」
な
ど
も
わ
か
る

　

新
年
号
で
掲
載
を
し
た

「
８
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が

し
」
の
正
解
発
表
で
す
。

305

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

子供の喜ぶ顔がご褒美

好きだから続けられる
西大寺支部 國富洋一さん（タイル工・63歳）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て

体
操
選
手
に
憧
れ
、中
学
、

高
校
と
体
操
に
汗
を
流
し

て
い
た
國
富
さ
ん
。
現
在

は
「
西
大
寺
体
操
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
」
の
コ
ー
チ
と

し
て
25
年
間
子
供
達
に
体

操
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

38
歳
の
時
、
当
時
同
ス

ポ
少
で
コ
ー
チ
を
し
て
い

た
知
り
合
い
の
誘
い
が
あ

り
子
供
の
入
団
と
合
わ
せ

て
コ
ー
チ
と
し
て
携
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
験
は
あ
っ
て
も
、
人

に
教
え
る
の
は
初
め
て
。

未
経
験
者
に
身
体
の
使
い

方
な
ど
を
上
手
く
伝
え
ら

れ
ず
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
指
導
し
て
い
た
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

児島郡支部
原﨑　清子

　

結
婚
し
て
43
年
、
３
人

の
子
に
恵
ま
れ
育
児
に
奮

闘
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

子
供
も
42
歳
、
40
歳
、
28

歳
。
時
が
経
つ
の
も
早
い

も
の
で
す
。
色
々
あ
り
ま

し
た
が
、
43
年
よ
く
持
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。

　

２
年
ぐ
ら
い
前
、
夫
の

難
病（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）

を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
が
一
番
の
シ
ョ
ッ
ク

で
私
は
「
な
ん
で
夫
が
」

と
言
う
気
持
ち
で
、
自
分

の
中
で
受
け
入
れ
る
ま
で

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

脚
立
も
恐
く
、
か
が
み

仕
事
も
辛
く
、
で
き
る
仕

事
が
減
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
元
々
頑
固
で

曲
げ
な
い
亭
主
関
白
の
夫
。

病
気
の
せ
い
か
、
も
っ
と

鉄棒技のお手本を見せる國富さん

これからも夫を支えます

〈
県　

内
〉

７
日　

書
記
研
修

８
日

　

�

職
訓
協
会
理
事
会
運
営

委
員
会

11
日　

青
年
部
幹
事
会

14
日　

四
役
会
議

18
日　

会
館
建
設
委
員
会

22
日　

予
算
編
成
会
議

26
日　

執
行
委
員
会

27
日　

女
性
会
幹
事
会

30
日　

職
訓
校
卒
入
式

〈
県　

外
〉

14
日
～
15
日

　

�

全
国
住
宅
対
策
活
動
者

会
議

　

今
回
は
応
募
１
０
０
通

（
メ
ー
ル
19
通
）
の
応
募

が
あ
り
、
正
解
率
は
97
％

で
し
た
。
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
選

者
へ
は
景
品
を
送
り
ま
す
。

　

な
お
当
選
者
の
発
表
に

つ
き
ま
し
て
は
景
品
の
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
後
も
み
な

さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

意
見
・
要
望
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応募者の声
•�各支部の旅行の観光とグルメが一番楽しみ。多くの人が参加
している支部は温かさが感じられます。

•�建設業の担い手が減少する中、職業訓練校の方々の頼もしい
声や青年部の方の新しい考えを読んで嬉しくなりました。

•�私も怒られ殴られ、蹴られ一人前になりました。そういう時
代でした。時代が変わっていけばいいと思っていました。

•�ソフトバレーなど色々なイベントに参加しているので、知り
合いやパパの顔が写真で写っていると子供達がとても盛り上
がっています。

•�帰省中の孫に手伝ってもらって全部の間違いを探せました。
「ゲームも面白いけど紙のもいいね」ですって。

•�あのひとこの人の記事で心に残っている言葉「人頼まれたら
イエスかはい」と有りましたが、NOがないのは見習いたいと
思いました。

•�いつものように「ますかっと」から読み今回もまた心に響く
文章でした。今年も多種多様な記事を楽しみにしています。

人
生
い
ろ
い
ろ

増
え
た
「
あ
り
が
と
う
」
の
数

ま
ち
が
い
さ
が
し

正
解
発
表

8つの

支
部
定
期
大
会（
予
定
）

３
月
10
日

⃝
赤
磐
支
部
９
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
16
日　

⃝
井
原
支
部
13
時
30
分

　

支
部
会
館

３
月
17
日

⃝
都
窪
支
部
13
時
30
分

　

�

岡
山
市
サ
ウ
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ

３
月
31
日

⃝
岡
山
支
部
13
時
～

　

�

労
働
福
祉
事
業
会
館

（
労
金
ビ
ル
）

⃝
笠
岡
支
部
13
時
30
分

　

笠
岡
市
民
会
館

⃝
英
田
支
部
10
時
30
分

　

街
並
み
保
存
館　

蔵


